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要　　　旨：目的：看護学教育における講義科目の定期試験にてレーダーチャートを活用したフィー
ドバック資料閲覧の有無別に学修意欲への効果を比較する。
方法：４科目の本試験受験者 238名にレーダーチャートにより示される学生全体の試験
結果の傾向についてフィードバックし、成績確定後に 122名の学修意欲や学修課題の克
服・目標の達成への効果の程度を調査し比較した。
結果：科目 A（１年次）、B（２年次）では閲覧群が非閲覧群に比べ、学修意欲が向上
したと感じた割合（科目 A, p ＝ 0.008; 科目 B, p ＝ 0.013）、得意分野の把握を実感して
いた割合（科目 A, p ＝ 0.001; 科目 B, p ＝ 0.011）が有意に高かった。また２年次生の全
ての対象科目（科目 B,C,D）で閲覧者は非閲覧群に比べ学修意欲の向上等全９項目を実
感した割合が有意に高かった。
結論：学年と科目を問わず学修意欲の向上、得意分野の把握に有意な効果を示し、レー
ダーチャートを用いたフィードバックは教育方法として有効である可能性が示唆された。

A b s t r a c t：Objective: This study aimed to compare the effectiveness of radar chart feedback 
during regular examinations for lecture participants in nursing education.
Methods: Radar chart feedback on overall student trends was provided to 238 
students who took examinations in four subjects. Students were free to view the 
feedback. After the grades were finalized, students’ motivation to learn, ability to 
overcome study-related challenges, and goal achievement were investigated and compared.
Results: In subject A (1st grade) and B (2nd grade), the viewing group had 
significantly higher scores for motivation to learn (subject A, p = 0.008; subject B, 
p=0.013), understanding areas of expertise (subject A, p = 0.001; subject B, p=0.011). 
Among second-year students who viewed all the feedback (subject A, B, and C), 
significantly higher scores on all nine items, including motivation to learn, were observed.
Conclusion: Regardless of the grade and subject, the motivation to learn and the 
understanding of areas of expertise improved significantly, suggesting that radar 
chart feedback was effective.
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The effects of radar chart feedback on examinations on motivation to learn at nursing university

〈研究報告〉
看護系大学におけるレーダーチャートを活用した試験結果

フィードバックによる学修意欲への効果
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位や出題分野にそって棒グラフやレーダーチャート等
に図示して得意・不得意分野を表示できるものまで
様々である。なかでも、レーダーチャートはあらかじ
め設定した項目別の得点状況を瞬時に可視化でき、結
果全体における得点の差異や学生の苦手分野などを感
覚的に把握しやすい９）。またレーダーチャートの活用
による学習成果の提示については、学生自らの目標だ
けではなく、すべての側面を高めたいという欲求が喚
起されるとも述べられており10）、このことからも演
習や実習以外の講義科目においても、レーダーチャー
トを活用した学生全体の試験結果の傾向についての
フィードバックは学修課題の克服や目標の達成だけで
なく、学修意欲の高まりにもつながると考えた。

Ⅱ . 目的

　本研究では看護学教育における講義科目にて、定期
試験後のレーダーチャートを活用した学生全体の試験
結果の傾向に関するフィードバック閲覧の有無と学修
意欲との関連を明らかにすることで、受動的な教育機
会となりやすい講義科目において学修意欲の向上につ
ながる教育への示唆を得ることを目的とした。

Ⅲ . 研究方法

１．研究対象者
　研究参加への同意を得たＡ大学Ｂ学部１年次生（136
名）、２年次生（102名）の内、４科目：科目Ａ（１年
次後期）、科目Ｂ、Ｃ、Ｄ（以降すべて２年次後期）
の本試験受験者238名を対象とした。

２．対象科目
　Ａ大学Ｂ学部の科目Ａ（１年）、科目Ｂ、Ｃ、Ｄ（２
年）を対象とした。複数の科目、また学年別の効果
をみることを考慮し、かつすでに講義内でレーダー
チャートを活用したフィードバックを導入済み、もし
くはMCQとマークシートによる定期試験を実施して
おり同じマークシート分析ソフト（スキャネット株式
会社）を用い同条件によるレーダーチャート作成が可
能な状況にあり今後も利用意向がある学部・科目を抽
出した結果、上記４科目が対象となった。

３．フィードバック実施・調査期間
　フィードバックは本試験後、当該科目学期末までに
実施し、アンケートは成績確定後の2024年４月11日～
同年４月18日までに実施した。

Ⅰ . 緒言
　
　フィードバックは「自分のパフォーマンスや学習の
理解度について、教師・友人・親・自分自身・経験・
書籍から提供される情報」1）であり、 学習者が、自ら
の目標達成に向けて足りない要因を補うための情報と
示されている２）。またフィードバックは学習者にとっ
て学習課題の克服や目標の達成に影響を及ぼす２）た
め、教育上不可欠である。
　看護学教育においてもその質の保証を目的に学
生の評価としてのフィードバックが求められている
３）。看護学教育、また同様に医療をフィールドとする
医学教育におけるフィードバックとして演習時の動
画撮影によるフィードバック４）、OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination：客観的臨床能力試
験）での即時フィードバック５, ６）やシミュレーショ
ン実施時のデジタル端末を利用したフィードバック７）

があり、いずれも自己技術の客観的な評価獲得４）、医
行為実施能力の向上、不適切行為指摘回数の減少７）、
学生自身により学習の目標や課題を見いだす５）、自
己の成長を感じる６）といった効果が報告されている。
しかしこれらの報告は、研究場面が演習や実習に限定
されている。講義科目におけるフィードバックは、授
業後レスポンスやクリッカーを用いた方法などが紹介
されているものの、講義科目の試験結果について、日
本においては“成績が出ていない”、“学期末の試験実
施により長期休暇に突入する”、“成績評価が間に合わ
ない”などの課題があり先行研究や報告がほとんどみ
あたらない。  
　医療系に限らず大学教育の場面でのフィードバック
として、情報系科目の講義内での課題取り組み内容に
対し、e-learningシステムを活用してフィードバック
を行った場合に学習意欲（復習）の高まりがみられた
ことが報告されている８）。そのため、教育内容はその
ままに、Webシステムなどを活用し運用方法を工夫
することで看護学教育の講義においても試験結果の
フィードバックの実施と学習意欲（復習）の高まり等
への効果が期待できると考えられる。成績評価方法
には記述式の課題や選択式の試験などがあるが、看
護系教育においては保健師・看護師・助産師国家試
験等でも用いられる多肢選択問題（Multiple-Choice 
Questions：MCQ）とマークシートを併用する試験方
法が定期試験においては一般的に用いられており、か
つ即時に結果の可視化も可能である。MCQとマーク
シートを用いた試験結果の算出は単純に得点だけを算
出するもの、分野別正答率や選択肢別解答率、得点分
布、識別指数などを算出可能なもの、受験者内での順
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ドバックを行った場合に学習意欲（復習）の高
まりがみられたこと８）、レーダーチャート活用
による学習成果の提示により学生自らの目標だ
けではなく、すべての側面を高めたいという欲
求が喚起されるとの報告から10）、学修意欲の高
まりと学修課題の克服や目標の達成状況を設定
した。 学修意欲の高まり８）として「【科目名】
の（以下全て同じであるため割愛）学修意欲が
向上したと感じますか」、  学修課題の克服や目標
の達成12）として「苦手/得意分野がわかりまし
たか」、「復習が必要だと感じましたか」、「学習
が足りない部分がわかったと感じますか」、「自
分の目標の到達状況がわかったと感じますか」、

「手ごたえを感じましたか」、「うまく勉強できた
と感じますか」、そのほか科目に対する興味とし
て「【科目名】に対する興味がわきましたか」を、
いずれも『強くそう思う・そう思う・どちらと
もいえない・そう思わない・全くそう思わない』
の５段階で効果の程度を尋ねた13,8）。

３）フィードバック資料作成にかかった時間
　分単位で資料作成にかかった時間を計測し記録
した。

６．分析方法
　対象者の属性と、Outcome（学修意欲が向上した、
苦手/得意分野が分かった、復習が必要だと感じた、
学習が足りない部分がわかった、自分の目標の到達
状況がわかった、 手ごたえを感じた、うまく勉強でき
たと感じた、科目に対する興味が湧いた）の基本統
計量を求めた。次にレーダーチャート閲覧の有無別
にOutcomeをMann-WhitneyのU検定にて比較した。
分析には統計ソフトIBM SPSS Statistics 29.0を用い、
有意水準は５％未満とした。

７．倫理的配慮
　対象者には口頭および文書にて研究の説明を行い、
参加への同意を得た。その際、研究の主旨、個人情報
の保護や研究結果の公表方法等本研究で行う倫理的配
慮について説明し、webアンケート回答欄への同意確
認欄へのチェックの有無にて同意を確認した。また本
研究は成績には一切影響しないことを説明し、成績確
定後にアンケート調査を実施した。尚、本研究は東京
医療保健大学ヒトに関する研究倫理委員会の承認を得
て実施した（承認番号：教023-20B）。

４．調査方法
　対象科目の2023年度後期期末試験を多肢選択問題

（Multiple-Choice Questions：MCQ）とマークシート
を用いて実施し、レーダーチャートにより示される学
生全体の傾向についてフィードバックした。尚、レー
ダーチャートはシラバスに示す授業単元に基づき項目
を設定し全体傾向を示した。介入・調査の実施手順は
以下１）～５）の通り行った。 
１）通常通り各科目の授業運営を実施 
２）定期試験（期末）にてMCQとマークシートによ

る試験を実施 
３）試験結果を分析し、科目担当教員からの助言や

解説を添え、レーダーチャートを用いたフィー
ドバック資料を作成（例として図１に科目Ｂで
用いた資料を示す）

４）フィードバックとして試験後１か月以内に本試
験受験者全員に対し、Webによる授業支援シス
テム「WebClass（日本データパシフィック株式
会社）」を通してレーダーチャートを活用した
フィードバック資料を開示（開示した旨は対象
学生にメールで通知し、閲覧は自由）
　尚、フィードバックのタイミングとしては、
エビングハウスの忘却曲線に基づき、時間の経
過とともに忘却が進み１か月後には約８割忘却
すること11）、さらには次の学期が始まると必然
的に学修上の興味・関心が次の科目へ移行する
ことを考慮し、実施した試験の学期内である試
験後１か月以内と設定した。試験後１か月以内
であれば、学生が感覚的に解けた、もしくは解
けなかった問題を覚えている時期であることが
期待され、フィードバック内容が全体の傾向で
あったとしても、自分を含め全体的に解けてい
たかどうかをリンクして思い起こすことで、そ
の効果を感じ取り判断できると推測しOutcome
を設定した。

５）対象学生に対し成績確定後にアンケート調査
（Microsoft Forms）を実施
　フィードバック資料を閲覧していない場合に
は１）、２）を経ての結果を回答するよう調査へ
の協力依頼の際にあらかじめ依頼した。

５．調査項目
１）属性

　性別、学年、レーダーチャートを用いたフィー
ドバック資料閲覧の有無を尋ねた。  

２）Outcomes  
　Outcomeとして、情報系科目の講義内でフィー
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名、２年次生34名：有効回答率99.1％；調査時点では
進級していたため以後年次は2023年度の年次を示す）。
対象者の性別は、男性６名（4.9%）、女性114名（93.4%）、
無回答２名（1.6%）であった。

Ⅳ . 結果

　アンケート調査への回答率は 51.6％であった。
フィードバックの閲覧の回答に欠損がある対象者を除
き、最終的に122名のデータを分析した（１年次生88

図１　科目Bにて使用したレーダーチャート型フィードバック
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１）１年次生（表1）
　科目Ａでは回答者の81.8％が該当科目のフィード
バック資料を閲覧し、「学修意欲の向上」「得意分野の
把握」「復習の必要性の理解」「目標の到達状況」の４
項目はフィードバック資料閲覧群の方が有意に高い結
果が得られた（「学修意欲の向上」p＝0.008、「得意分
野の把握」p＝0.001、「復習の必要性の理解」p＝0.043、

「目標の到達状況」 p＝0.009）。
２）２年次生（表2）
　科目Ｂでは、回答者の94.1％が該当科目のフィード
バック資料を閲覧し、全項目で有意差はみられなかった。
　科目Ｃでは、回答者の82.4％が該当科目のフィード
バック資料を閲覧し、「学修意欲の向上」「得意分野の
把握」「苦手分野の把握」「学習不足の分野の理解」「科
目への興味」の５項目で、フィードバック資料閲覧群
の方が有意に高い結果が得られた（「学修意欲の向上」
p＝0.013、「得意分野の把握」p＝0.011、「苦手分野の
把握」p＝0.008、「学習不足の分野の理解」p＝0.037、「科
目への興味」p＝0.008） 。
　科目Ｄでは、回答者の76.5％が該当科目のフィード
バック資料を閲覧し、「学修意欲の向上」「得意分野の
把握」「苦手分野の把握」「復習の必要性の理解」「学
習不足の分野の理解」「目標への到達状況」「学修状況
への手ごたえ」「上手く勉強ができた認識」「科目への
興味」の全９項目で、フィードバック資料閲覧群の方

が有意に高い結果となった（「学修意欲の向上」「得意
分野の把握」「苦手分野の把握」「学修状況への手ごた
え」p＜0.001、「復習の必要性の理解」 p＝0.035、「学
習不足の分野の理解」p＝0.010、「学修目標への到達
状況」p＝0.007、「上手く勉強ができた認識」p＝0.008、

「科目への興味」p＝0.002）。
　また２年次生のうち該当科目全てのフィードバック
資料を閲覧した者（25名、73.5％）とそれ以外（９名、
26.5％）で比較した結果、「学修意欲の向上」「得意分
野の把握」「苦手分野の把握」「復習の必要性の理解」「学
習不足の分野の理解」「目標への到達状況」「学修状況
への手ごたえ」「上手く勉強ができた認識」「科目への
興味」の全９項目で、フィードバック資料閲覧群の方
が有意に高い結果が得られた（「学修意欲の向上」「苦
手分野の把握」p＜0.001、「得意分野の把握」p＝0.001、

「復習の必要性の理解」 p＝0.037、「学習不足の分野の
理解」p＝0.003、「学修目標への到達状況」p＝0.027、

「学修状況への手ごたえ」p＝0.011、「上手く勉強がで
きた認識」p＝0.004、「科目への興味」p＝0.003）。
　フィードバック資料作成にかかった時間は平均15.5
分だった（科目Ａ：20分、科目Ｂ：12分、科目Ｃ：15
分、科目Ｄ：15分）。

表１　１年次生科目における学習意欲等への効果
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Ⅴ . 考察

　看護学教育における講義科目にて定期試験における
レーダーチャートを活用したフィードバックを実施し
た結果、閲覧状況による科目間差異はあるものの、学
修意欲の向上、得意分野の把握について有意な効果が
示された。また科目Ｄでは「学修意欲の向上」「得意
分野の把握」「苦手分野の把握」「復習の必要性の理解」

「学習不足の分野の理解」「目標への到達状況」「学修
状況への手ごたえ」「上手く勉強ができた認識」「科目
への興味」の全９項目で有意な効果が示され、さらに
２年次生の３科目すべてのフィードバック資料閲覧者
はそれ以外の者に比べ同じく全９項目で有意に高い結
果となった。尚、いずれの調査項目においても有意差
が示されなかった科目Ｂについては閲覧しなかった者
が２名のみだったため、資料閲覧の有無による学修意
欲への効果としては差異が示されなかったと考える。
　上述した結果から、これまで先行研究で報告があっ
た演習や実習の場面だけでなく４- ７）、受動的な教育機
会となりやすい講義の試験結果についてもフィード
バックが有効との示唆を得た。中でも、有意な結果が
示された科目すべてに共通し高い結果が示されたの
は、学修意欲と得意分野の把握であった。フィードバッ
クの明瞭な視覚効果により、得意分野について客観
的な評価を得４,14）、把握することにより、自己の成長
を感じ６）、学修意欲向上につながったと推測する。ま
た、本研究ではそれぞれの担当教員が科目別にフィー
ドバック資料を作成し、作成上の共通点はレーダー
チャートを含めることのみであったにも関わらず、閲
覧の有無で比較できた全ての科目で想定した結果が概
ね得られたことは、レーダーチャートでの図示による
視覚効果を強調したと考える。
　学年別に考察すると、科目Ａは１年次生が対象であ
るため、大学教育にてレーダーチャート型フィード
バックを初めて受け取った者が分析対象となり、科目
Ｂ、Ｃ、Ｄは２年次科目であることから同フィード
バックを受け取った経験があり、１年次生に比べその
活用方法が確立されている可能性がある。１年次科目
では“学修課題の克服や目標の達成”を尋ねた「苦手分
野の把握」「学習不足の分野の理解」「学修状況への手
ごたえ」「上手く勉強ができた認識」の他、“科目に対
する興味”を尋ねた「科目への興味」にて有意差が示
されなかったが、有意差を示した全ての２年次科目で
“科目に対する興味”は有意に向上した。このことから、
レーダーチャート型フィードバックは、これまで受け
取った経験がなくても学修意欲向上や学修課題の克
服、目標の達成まで至る一方、科目自体への興味にま表
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に
お
け
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習
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看護系大学におけるレーダーチャートを活用した試験結果フィードバック
による学修意欲への効果

レーダーチャートを活用した学生全体の試験結果の傾
向に関するフィードバックの効果を検証した結果、学
年と科目を問わず、学修意欲の向上、得意分野の把握
に有意な効果を示した。そのうち１科目は「学修意欲
の向上」「得意分野の把握」「苦手分野の把握」「復習
の必要性の理解」「学習不足の分野の理解」「目標への
到達状況」「学修状況への手ごたえ」「上手く勉強が
できた認識」「科目への興味」の全９項目で有意な効
果が示され、２年次生の全対象科目閲覧者はそれ以外
の者に比べ同じく全９項目で有意に高かった。看護学
教育における講義科目でのレーダーチャートを用いた
フィードバックは有効、かつ関連資料作成に時間がか
からないため汎用性が高く、一般化可能かつ有効な教
育方法と示唆された。

利益相反

　研究者らは本研究に関し開示すべきCOI関係にある
企業、組織、団体等はありません。
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